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個 人 研 究
いといったような見力をとることはできない。アジアと
ヨーロッパというより，アジア諸国と日本におき代えて
もよい。こんにちの日本の教育のもつ幣害は，日本的教
育のあり力に問題があるのであって，近代的ヨーロッパ
方式の教育の弊害ではない。教育はやはり資本を必要と
し，教育をする専門家により教えられねぽならない。単
なる精神主義でこれを廻避するような問題ではないこと
を指摘しておきたい。
　皿　社会変動と少年非行
　都市化・近代化にともなう，人との生活様式の変化が
　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　L－犯罪現象に必然的に大きな影響を与えることほひろく認
知されている。とりわけもっとも直接に影響をうけるの
は発育途上にある少年たちである。少年非行がそれほど
重大な社会問題と考えられていない大部分のアジアにお
ける発展途上国においても，それは単に時間の問題であ
る。しかしアジアにおいては一部の国を除いては体質的
に急激な社会変動は起っていないし，あるいは起りえな
いのではないかという仮説もなりたつ。しかし，その直
接的関連の大小はともかく，モータリゼージョソの進行
が業過失犯を増加させ，所得の増加が非行の内容に変化
をもたらし，進学率の上昇が在学少年の非行の増加に結
びっくといった先進諸国の経験がアジアにおいても必然
的なものとなるであろうことは指摘されてよい。
　1）　社会問題としての少年非行
　人口の集中化は不良住宅区を生む原因となり，個人の
社会的連帯感を喪失させる。とくにアジアにおける多く
旧植民地においては産業化による急激な人口の都市集中
の化は多民族の抗争と宗教の対立を顕現化させ，居住地
による差別をもうけるに至り，その残跡を残したまま，
さらに巨大な人口集中化をすすめるなかで不安定な労働
者と浮動人口を急激に増加させてきた。いわゆる季節労
働者で代表される，これら浮動人口は路上生活者ともな
り，こじきか泥俸でなくては生きることができず，スラ
ム化を促進させてきた。そこでは，つつましく生きて安
定した生活をする意欲は生じない。
　他力，アジアにおいては，いぜんとして非公式コソト
ロールとでもいうべき法制度より優先した非近代的，習
慣からぬけ切れないものがある。さらには，たとえばタ
イにおけるごとく中央政府への結びつきや国家への忠誠
心も弱いといったヨーロッノミにおける個人主義とも異な
る社会構造があり，フィリピンにおいても双系的親族関
係などからくる血縁関係で，がんじがらめにされている
「ムラ」のしきたりが生活のすべてを支配している。こ
うした社会には，いわゆる近代化の波は侵透しにくい。
ところが，たとえぽ日本の経済進出で代表されるごと
く，いやおうなしに，文明の利器が生活のテンポをくる
わせ，伝統的価値意識をくずしつつある。それが急激で
あるだけに自然との不調和をかもし出す。
　むろん近代化という概念はきわめて模然としている。
常識的に考えて，たとえば「工業化」がその一つである
とすれば，その前提としてアジア的伝統的価値体系は必
然的に破壌される。他力ではアジアに限らないだろうが
古い伝統と価値を当然にもち，独自の文化を具えている
諸国にとり，その伝統が，一力では近代化を阻害すると
ともに，他力では多くのものを失いつつある。西欧化が
但唯一の近代化を意味するものでないことはいうまでも
ないが，こうした伝統的価値体系をいかに近代化に調和
させていくかが最大の課題である。
　しかし現実には調和ある近代化というものが達成され
る可能性は存しない。近代化は人間を悪に導く。自然と
の調和における近代化においても非行は増加せざるを得
ない。しかし非行の抑制と措置は近代社会の病気の一つ
として近代社会において措置されなけれぽならない。そ
の意味においては，アジアにおいて非行がいぜんとして
問題とされないのは近代化への路が遠いことを示唆して
いるものともいえる。アジア諸国の多くにおいては非行
は法律によるのではなく非公式手段によってコントロー
ルされている。むろん，このことがすべて近代社会にお
いて許されないという算りはない。しかし少年非行はま
ず公の問題として考えられねぽならない。単なる私的な
制裁のみで解決される現象は決して望ましいものではな
い。法律もしくは福祉問題として少年非行にたち向う国
家的姿勢があって，はじめて人間としての扱いが可能な
のであり，それなくして非公式コソトロールはありえな
いと考えるべきであろう。
　アジアにおける伝統が少年非行の抑制に役立っている
との根強い主張があるが，それらの多くは，むしろ近代
化にとり障害であると考える。それでは現実にアジアに
おいては，いかに非公式コントロールが働いているかに
ついてふれておこう。
　2）　非公式コントロール
　宗教は一種の麻薬である。非公式コントロールの最先
端にたつのがこの宗教である。ヒンズーにしろイスラム
にしろ，この世に生をうけるのは自ら教徒として特定し
て生まれるのではない。家族の宗派を離れるのは死を意
味する。ヨーロッパ風に個人があって国家があるのでは
なく，アジアにおいては共同体があっての個人である。
カースト会議の権威はイギリスの裁判所や法律がその多
くを剥奪したとはいえ，こんにちでも結婚・食事・職業
そして生命をも左右する権限を存している。民事も刑事
も法典に即して行なわる余地はない。むしろ法的に一定
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の範囲内で警察権や裁判権を行使できる旨定められてい
る。
　インドネシアの村落には植民地的行政改革の対象とな
らなかった慣習共同体が残っている。「村に慣習がある
ように，町には法がある」。「町ごとに法が異なるように
村ごとに慣習が異なる」。このデサ（disa）とよばれる
自然村では村役人は成員に対し，「親」として対応し，
面倒をみる。デサ内部での不法行為に対しては外部で同
じことをした場合より，はるかに厳しく制裁をうける。
　フィリピンにおいても「村人は親族集団のなかに生ま
れてくる」といわれる。子供は洗礼をうけると強制的親
子関係がなりたち，擬制的結縁関係　（コンパドレcom
padre）が生ずる。「親類への考慮第一主i義」はこうした
背景からできている。それは恩義の世界と連なり，国民
の2％を占めるにすぎない財閥や大地主階級と80％を占
める都市貧民，下層都市労働者，小作農，資産・教育か
ら見放された失業状態にある国民層との断絶を形成する
要因となっている。都市への流入人口は，こうした家族
血縁から見放され，避難所を失った者たちのたまり場と
なり，凶悪な犯罪と結びつく。
　タイには「ナーイ（khon　Chan　Nai）の社会」と呼
ばれる貴族官吏の陸層がある。特定の官吏が絶対的権力
を行使している。これに従わない者は合法的に殺され
る。この根底にあるのもタイ仏教である。社会的地位の
高い人は徳のある人であり，権力を保有する者は善なる
者であるとする。
　こうした現象を列挙することはたやすい。たとえばわ
が国においても極端ではなくとも，果して法が支配す
る社会であるかは大いに疑問である。アジアの一国とし
て多くの問題をかかえている。前述したように公式のコ
ントロールのみがすべてに優先されるべきものではない
ことも事実である。しかし，人間の生命，自由および財
産といった基本的人権が非公式コントロールにより左右
されることは，それがたとえ歴史的産物であり，合理性
をもつと考えるにしても，少なくともそれがアジアにお
ける特質であるとして不問にしてしまってよいはずのな
いことだけは確かである。その意味においても統計上に
おいてにしても非行そのものが顕現化することはアジア
における近代化の一つの表われであるといえるようであ
る。
めて模然として範囲において知期間で考察することが許
されるものでないことは承知している。各分野から，そ
れぞれの専門的立場から多くの研究者が長年にわたり研
究をすすめている。本論はそれらの力の成果を踏まえ
て，筆者なりの視点から，とりわけ表題に示す「少年非
行」という視点から，垣間みたものにすぎない。ただこ
の研究においていえることは，おおげさではなく，アジ
アにおいてこそ人間の何たるかを知る可能性の示唆をう
けたことである。
　まとめ
　過去4年間にわたりアジアの少年非行を視点の一つと
してさまざまな角度から検討を重ねてきた。本稿はその
単なる要旨にすぎない。詳細にわたっては別に改めて公
にしたいと考えている。それにしてもアジアというきわ
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